
 

 

 

 

２０２２年４月２１日発行 会報第１０９８号   

号 

今週のプログラム 

（2022年 4月 21日 第 1098回例会） 

 

卓話：「コロナ禍での生活」 

 

担当：水本 徹 会員 

 

次週のプログラム 

（2022年 4月 28日 第 1099回例会） 

 

 卓話：「永守流 経営とお金の原則」 

 

担当：高尾 修 会員 

 

 

第１０９７回例会 （２０２２年 ４月 １４日）の記録 

                「会長の時間」          水島 洋 会長 

皆さん、こんばんは。 

米山奨学生グェンさん、ようこそ。 

グェンさんは、今年、来年と 2学年度にわたり米山奨学生としてクラブにお見えになります。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

さて本日は、国際ロータリー第 2660地区 IM第 2組ガバナー補佐 茶橋 和夫様とガバナー補佐 

エレクト 伊藤 智秋様においでいただきました。 

例会前 30分間の短い時間でしたが、山本幹事と共にいろいろとお話をさせていただきました。 

茶橋ガバナー補佐様には 1年間ご指導をいただきありがとうございます。 

伊藤ガバナー補佐エレクト様には次年度 1年間お世話になりますが、どうぞよろしくお願い 

致します。 

本日は山田克子会員の卓話になっています。 

山田会員は茶橋ガバナー補佐の所属クラブであります摂津ロータリークラブにゲストスピーカー

として招かれたこともあり、非常にやさしく魅力的なお話をされます。 

本日も楽しみにしていますので、どうぞよろしくお願いします。 

        

    

伊藤AGE 茶橋AG 山田克子会員



  
＜お客様＞RI 第 2660 地区 IM 第 2 組ガバナー補佐 茶橋 和夫様（摂津 RC） 

     RI 第 2660 地区 IM 第 2 組ガバナー補佐エレクト 伊藤 智秋様（高槻 RC）  

     ２０２２学年度 米山奨学生 グェン キム フンさん 

 

＜出席報告＞     黒川 彰夫 SAA 補助 

会員数（内出席免除会員 1 名）   17 名 

本日の出席者数           7 名 

（内出席免除会員 0 名） 

（内名誉会員 0 名） 

本日の出席率          43.75％ 

  

＜ロータリーソング＞      全会員 

♪限りなき道ロータリー 

 

＜本日のピアノ曲＞   近藤 美里さん 

１．早春賦 

２． 四季より「春」   ヴィヴァルディ 

３．Imagine 

＜幹事報告＞                            山本 友亮 幹事 

１．4 月 9 日開催の地区研修・協議会のご出席に対するお礼状が宮里ガバナーエレクトと 

  ホストクラブ茨木西 RC より届きましたのでご報告させて頂きます。 

＜SAA 報告＞                            松田 親男 SAA 

※スマイルボックス 

相原会員 黒川会員 コメントなし 

 

※ラオス基金 

黒川会員      コメントなし 

 

※ロータリー財団 

黒川会員      コメントなし 

 

※米山記念奨学会 

水島会員      茶橋様 伊藤様 本日はありがとうございます。 

黒川会員      山田さんの卓話 楽しみにしています。 

 

※メイプル基金 

黒川会員      ガバナー補佐 ようこそ！！ 

山本友亮会員 相原会員 コメントなし 

                               



 
◆ガバナー補佐  茶橋 和夫様より～～～ 

本日は温かくお迎えいただきまして、ありがとうございます。 

私はガバナー補佐として各クラブを回らせて頂いておりますが、どこのクラブもコロナの 

影響で、ほとんどの事業が出来ていないのが現実であります。後期と言いましても、対面で 

例会を開催できましたのは 3 月もしくは 4 月からというクラブが多いようです。 

今年度もあと 2 ヶ月で終わりますが、気持ちは既に次年度に向けての活動の計画をスタート 

しておられるかと思います。 

本当にこの 1 年はコロナで翻弄された 1 年でした。そんな中で各クラブを訪問させていただき 

ましたが、力不足でお役に立てたのかどうか自問自答しております。 

ですが、おかげさまで 私自身はガバナー補佐を受けさせていただいて、大変勉強になり 

良かったと思っています。また何かの機会にお伺いさせていただく事もありますが、 

その節はどうぞよろしくお願い致します。 

 

◆ガバナー補佐エレクト 伊藤 智秋様より～～～ 

ガバナー補佐エレクトを務めさせていただいております高槻 RC の伊藤でございます。 

本日は茶橋ガバナー補佐に同行させていただいております。 

そろそろコロナ脱却とお話したかったのですが、第７波の兆しが出てきました。 

面白い話もあるのですが、それは 7 月以降に温存させて頂きまして、 

本日は日本ハムファイターズのビッグボスこと新庄監督の名言をご紹介させていただきます。 

 

・夢をつかむには、周りに発信すること 

・人を笑顔にしたいのなら、自分が笑顔でいること 

・感謝されるためには、自分から感謝すること 

・その場を楽しませたいなら、まず自分が楽しむこと 

・失敗しないためには、まず失敗しない準備をしておくこと 

・何かをやってもらう方法は、自分からやること 

 

これらを私達ロータリー風に解釈いたしますと… 

・奉仕をするためには自分から周りに発信すること 

・誰かを笑顔にしたいのなら、自分が笑顔でいること 

・感謝されるためには、私達が奉仕する機会を得られたことに感謝すること 

・その場を楽しませるには私達がまず楽しむこと 

そして、充分な準備をして、奉仕活動や親睦活動をできたら良いなと考えているところで 

ございます。今日はガバナー補佐エレクトとしてクラブ訪問という機会を与えて頂きまして 

ありがとうございました。今後ともよろしくお願い申し上げます。 

                



 

＜卓話＞           イマジン IMAGINE          山田 克子会員 

 想像する事は、幼き日からとても大好きな事でした。 

幼き日には虹の反対側を想像して行ってみたくなったり、青い目の外国人になって世界中を回る

ことを想像してみたり、高校生の時には車椅子の友人のところへ天才外科医のブラックジャック

がやってきて、歩けるようにしてもらった友と世界中を飛び回ることを想像し、思春期には 

大好きなおばあちゃんの為に夢のような老人ホームを建てることを毎日のように想像しました。 

仕事でも想像から湧いてくるイメージをあたため、そして夢の実現へ行動する…想像は小さな 

ことでも大きなことでもワクワクする事、育むこと、希望に向かうことが多かった様に思います。

子供のころから大人まで想像は人を作り、育てるうえでも大事な事だと経営する中で感じたこと

もありました。 

想像がアイデアを生み、目的を持った夢に繋がる、素敵なイマジンなら素晴らしいと思います。 

しかし想像の中には想像したくないこともあります。 

コロナウイルスや、ロシアとウクライナの戦争など誰が想像したでしょうか。 

想像が現実になるのではなくウクライナの現実を、想像しなければならない悲しく恐ろしい事態

が起こっています。そしてこれからは自然災害や人災を想像して、危機に備えないといけない 

時代に入ったと思います。 

 

先日、会長エレクトの参加が義務付けられているロータリーの PETS に行ってまいりました。 

発表された次年度ＲＩテーマは「イマジン ロータリー」でした。 

順番の形だけの会長職、と高を括っていた私には、PETS での内容やロータリー用語も初めて 

知ることが多く、焦り戸惑うばかりでした。 

次年度会長を引き受けたことを悔やみながら肩を落として座っていました。 

しかしある説明の時、興味をそそるような瞬間がありました。 

それは次年度イマジンロータリーのテーマロゴが、オーストラリアの先住民族アボリジニ族の 

キム・サラム氏のデザインであると知った時でした。 

私は、アメリカ先住民ネイテイブアメリカンの伝統工芸品の輸入をして３０年が過ぎました。 

先住民族の人々と長年にわたり関わってきた私には、国が違っても他国の同じ先住民族の 

デザインがロータリーのロゴに選ばれたことがとても嬉しかったのです。 

会長エレクトとして緊張と不安で PETS に参加していた私にとって、次年度テーマロゴが 

私のロータリーでのコンプレックスや自信のなさを吹き飛ばすような、ロータリーからの贈り物

のような気持になるほどでした。 

テーマロゴの意味は、紫色の丸い円は人々が繋がっていることを意味し、７つの丸い点は 

人を表すと同時にロータリーの７つの重点分野を表すと言われています。 

（平和構築と紛争分野・疫病予防と治療・水と衛生・母子の健康・基本的教育と識字率向上・ 

地域社会の経済発展）点と円は航路を示す星であり、道しるべとなり、 

緑色の太い棒は掘り出し棒で、物事を成し遂げるための道具と表現されています。 

 



 

 アメリカインデイアンの人々の伝統的なデザインもアボリジニ族のデザインも、平和や人々の

心の強さを表したり、方角方位や東西南北、天と地を表現することが多く、人々が希望を持って

災いからも逃れ、前を向いて歩いていけるような意味が多いです。 

アメリカインデイアンの友人にもテーマロゴと似たようなデザインをホールマークにしている

インデイアンがいます。彼によるとその意味は下の線は母なる大地、そして天なる父に守られて、

真ん中が自分や家族、仲間やスタッフ、そして７つの〇は星。 

星たちは亡くなった先祖であり、友であり、支えてくれた動物であり、そんな星たちに見守られ

て感謝しながら喜びも困難も乗り越え前に進むという意味だそうです。 

イマジンロゴ、皆さんも自分に置き換えて、たくさん想像してみてください。 

たくさん考えられる私の中でのロゴの想像のひとつは、ロータリーの協議会などに参加して 

心細い時、紫の点が千里メイプルの皆さん「くよくよしないで頑張れ」と、見守ってくれている

あたたかい眼差しや掛け声のよう。 

そして心優しき友亮幹事がどっしりと居てくれます。鬼に金棒。 

ありがとうございました。 

 

 

 


